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１ 中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する検討会議の設置趣旨 

  「中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する検討会議」は、県立高等学

校教育改革第３次実施計画【後期】において募集停止することとしている青

森県立弘前実業高等学校藤崎校舎の教育内容を青森県立柏木農業高等学校に

おいて引き継ぎ、両校の良さを生かした教育活動を実施するとともに、中南

地区のりんご栽培教育等をより充実したものとするための検討を進めること

とを目的として設置された。 

  当検討会議は、平成２５年７月から４回開催し、中南地区のりんご栽培教

育等について協議、検討したので、次のとおり報告する。 

 

２ 両校の学科構成、単位数等の現状 

（１）県立柏木農業高等学校 

  ア 学科構成等 

    ４学科（生物生産科、環境工学科、食品科学科、生活科学科）各１学

級で構成 

  イ りんご栽培等の学習 

    生物生産科において、りんご栽培等を学んでいる（専門科目４４単位

中１２単位。農業機械を併せて１４単位）。 

（２）県立弘前実業高等学校藤崎校舎 

  ア 学科構成等 

    １学科（りんご科）１学級で構成 

  イ りんご栽培等の学習 

    りんご科において、りんご栽培等を学んでいる（専門科目４２単位中

１８単位）。 

 

３ 農業高校の役割 

  生徒の「生きる力」をはぐくむとともに、心の教育やキャリア教育の充実

を図り、人間性豊かな職業人を育成する。 

 （全国農業高等学校の第２次アクションプラン（平成２４年５月策定）より） 

 ※ 全国農業高等学校の第２次アクションプラン 

全国農業高等学校長協会では、社会情勢や農業を取り巻く課題等ととも

に、平成２５年度から実施される新しい高等学校学習指導要領の趣旨を踏

まえ、さらに、東日本大震災からの農業の復興を支援する、第２次アクシ

ョンプランを策定。「５つの基本方針」と「１０の行動計画」からなるもの。 

これを受け、平成２５年４月１日、青森県高等学校長協会は青森県農業

関係高等学校第２次アクションプランを策定。 

柏木農業高等学校と弘前実業高等学校藤崎校舎では、行動計画の内容の

大部分が共通しているが、具体の取組として「生徒一人１本りんご樹の管

理」及び「生徒個々が栽培管理したりんごの修学旅行先での販売実習」と

いう点が異なる。 
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（参考：「青森県農業関係高等学校第２次アクションプラン」から抜粋） 

 

 

４ 中南地区の農業の特徴 

（１）農業の状況 

平坦地では肥沃な沖積地層を利用した水田が、山間地の洪積地層ではり

んご園が分布しており、米とりんごを中心とした主要農業地帯となってい

る。なお、中南地区の農業産出額割合では、米１６．３％、果実６８．８％

となっている（平成１８年実績。「図説農林水産業の動向」農林水産省生産

農業所得統計より）。 

（２）りんご栽培の現状と課題 

ア 現状 

 りんご経営者の高齢化や労働力不足による栽培面積の減少、栽培の歴

史が古いことによる樹の老齢化等に伴う生産力の低下などが指摘されて

いる。 

イ 課題 

 働き手となる労働力の確保、園地の若返り、省力低コスト生産、環境

に配慮した生産などへの対応 

基本方針
行動計画

（アクションプラン）
柏木農業高等学校 弘前実業高等学校藤崎校舎

環境保全型
農業の推進

・減農薬減化学肥料栽培の推進
・資源循環型の鶏卵生産方法研究

・りんご剪定枝のチップ化による利用
・農産物残渣の有効利用

環境教育

・田畑や里山環境の生態系観察と農
　業環境への影響調査
・自然エネルギーの利用や省エネ推
　進の農業実践（太陽光発電・雪冷
　熱・ＬＥＤ）

・学校農場で実践可能な自然環境保
　全への取組の強化
・ゼロ・エミッションを目指した農場経営
　の実践

農業の担い手育成

・営農大学校との連携による農業担い
　手育成支援
・県農林水産部や地元農家との連携
　による担い手育成支援

・就農希望者に対する関係機関と連携
　した指導体制の構築
・生徒一人１本りんご樹の管理
・農業の６次産業化へ向けた取組の強
　化

食の安全・安心教育 ・幼児や中学生との食育体験学習

・栽培実習における栽培管理履歴表
　の作成
・生徒個々が栽培管理したりんごの修
　学旅行先での販売実習

地産地消推進
伝統文化伝承

・柏農「春の大市」および「柏農市」を
　全学科で実施
・地域の特産品を活用した加工品の
　開発
・平川ねぷた祭りへの参加

・藤崎町夏祭りへの参加
・藤崎町秋祭りでの販売実習

産業界や大学との連携

・地元大学および企業との連携による
　学習環境支援
・草花や野菜、穀類の植栽による公共
　施設等の環境美化

・藤崎町商工会との連携
・弘前大学農学生命科学部との共同
　研究

児童・生徒への普及
・中学生の農業体験学習支援
・幼児の社会見学学習支援

・異校種との交流学習
・中学生への啓発活動

全ての人への関心と
理解深める活動

・老人福祉施設での園芸福祉活動
・幼稚園・小中学校・養護学校の農場
　見学受け入れ

・「Apple Festival」「とれた亭」の開催
・「花いっぱい運動」の実施
・学校ＨＰによる広報活動

自然災害軽減・
自然エネルギーの利用

・自然エネルギー利用型の植物工場
　に関する技術支援

・大雨や強風などに対応できる耕種と
　栽培様式等の選定と実践
・農業に利用できる自然エネルギーの
　教材化とその学習展開

被災した農業高校
生徒の支援

・被災地への鉢花提供
・課題研究報告書の交換による学習環
　境支援

・農業クラブ活動を通じた支援策の立
　案と実行

東日本大震災
からの農業
振興・支援

農業教育の
普及

奨励・支援

地域貢献
地域連携推進
地域農業発展

将来の
スペシャリスト

育成

エコロジカル
アグリ

ハイスクール
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５ 県立柏木農業高等学校におけるりんごに関する教育の目指す姿 

（１）りんごに関する教育の方向性 

  ア 豊かな人間性を養う 

 栽培方法に関する知識や消費者への直接販売などの学習を通してコミ

ュニケーション能力や伝える力、積極性・創造性・独創性の養成が必要

である。また、周囲の人を牽引できる人材、リーダーとなり得る人材の

育成が必要である。 

イ 基礎・基本の重視 

 高校３年間では、何よりも基礎・基本の習得が重要である。また、観

察力や洞察力を養うことが必要である。 

ウ 問題解決能力を身に付ける 

 植物の生理生態やりんごに関する栽培技術の学習を通して、先端技術

に触れさせ、研究心を育てることが必要である。 

（２）具体的な取組 

  ア 果樹実習の充実 

 生徒が教職員のサポートを受け、一人１本のりんご樹を管理し、生育

調査、栽培管理、剪定技術などを学ぶ。 

  イ 流通販売活動の充実 

  ＪＡや市場の視察を行うとともに、県内外で販売実習を行い、物流の

仕組みを学習しながら、消費者の生の声を聴く。 

ウ プロジェクト活動の充実 

  労力軽減のための各種農機具の開発に取り組む。また、環境に配慮し

たりんご生産を推進するため、りんご剪定枝の堆肥化及びりんご剪定枝

を炭にして消雪剤として活用する研究などを行う。 

エ ＯＢ等による剪定講習会の実施 

 わい化栽培剪定方法については柏木農業高等学校りんご園で、普通木

栽培剪定方法についてはＯＢ等の園地で講習会を実施する。 

オ 農業機械実習等の実施 

  トラクター等農業機械の運転実習、乗用草刈機、高所作業車、スピー

ドスプレーヤなどの取り扱い、メンテナンス等について学習を行う。 

カ りんごの加工食品に関する学習 

  りんごを材料とする食品の製造実習や食品製造会社の見学等により、

生食以外のりんごの活用方法を学び、６次産業化に関する学習を行う。 

キ 先端技術学習 

  青森県産業技術センターりんご研究所の見学や先進農家の視察、先進

農家でのインターンシップにより、先端技術を学習することで、研究心

や興味関心を高める。 

ク りんご研究部の新設 

  学科の枠を越えてりんごに興味のある生徒を集め、４Ｈクラブ（農業

青年クラブ）との交流や大学・りんご協会・研究機関との連携などによ

り、研究を行う。 
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６ 必要な環境整備 

（１）教育課程の編成 

   生物生産科の教育課程を変更し、専門科目４４単位のうち、りんご栽培

に関わる単位数を１２単位（農業機械を併せて１４単位）から１４単位（農

業機械及び果実加工を併せて１８単位）とする。 

  ・科目「果樹」を１学年から履修する。（これまでは２学年から履修） 

  ・学校設定科目「りんご栽培」を開設する。 

   ＜目標＞ 

  りんご生産の継続的な体験学習を通して、栽培、経営、流通等広

い視野からりんごに対する理解を深め、将来のりんご経営に応用で

きる知識と技術の習得を目指す。 

  ・学校設定科目「果実加工」を開設する。 

   ＜目標＞ 

  果実の加工に必要な知識と技術を習得させ、果実の特性と加工の

原理及び加工食品のつくり方を理解させるとともに、その品質と生

産性の向上を図る能力と態度を育てる。 

  ・りんご栽培教育等に関する３年間を通した取組は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）果樹園の改植 

  現在、柏木農業高等学校のりんご園では全てわい化栽培となっている。

中南地区のりんご園では、普通木の栽培が主流であることから、柏木農業

高等学校のりんご園のうちの一部を普通木に改植する。 

１年１年１年１年 ２年２年２年２年 ３年３年３年３年

農業機械・果実加工

「りんご研究部」による活動　（部活動）

基本的な知識と技術の習得（果樹・りんご栽培）

先進農家視察・インターンシップ・研究所の見学等（果樹・りんご栽培）

一人１本りんご樹の栽培管理（課題研究）

プロジェクト学習（課題研究）

ＪＡ・市場の視察及び販売実習（果樹・りんご栽培）

ＯＢ等による剪定講習会（課題研究）



 

 

 

 

 

付 属 資 料 
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５ 柏木農業高等学校の今後の取組 



中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する検討会議設置要綱

（設 置）

第１ 県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】において募集停止することとしてい

る青森県立弘前実業高等学校（以下「弘前実業高校」という。）藤崎校舎の教育内容を

青森県立柏木農業高等学校（以下「柏木農業高校」という。）において引き継ぎ、両校

の良さを生かした教育活動を実施するとともに、中南地区のりんご栽培教育等をより充

実したものとするため、中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する検討会議（以下「検

討会議」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２ 検討会議は、中南地区のりんご栽培教育等について協議、検討し、青森県教育委員

会教育長（以下「教育長」という。）に報告する。

（組 織）

第３ 検討会議は、１５人以内の委員で組織する。

２ 委員は、別記１に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。

（任 期）

第４ 委員の任期は、委嘱した日から平成２６年３月３１日までとする。ただし、委員が

欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長等）

第５ 検討会議に委員長及び副委員長各１人を置く。

２ 委員長は、検討会議を主宰する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代行する。

（会 議）

第６ 検討会議は、委員長が招集する。

２ 検討会議の進行役は別記１の委員の６に該当する委員が務めるものとする。

（庶 務）

第７ 検討会議に係る庶務は、青森県教育庁教職員課及び両校において処理する。

（その他）

第８ この要綱に定めるもののほか、検討会議の運営に関し必要な事項は、別に定めるも

のとする。

附 則

この要綱は、平成２５年６月５日から施行する。



別記１

検討会議

委 員 長 柏木農業高校の校長の職にある者

副委員長 弘前実業高校の校長の職にある者

委 員 １ 柏木農業高校及び弘前実業高校藤崎校舎の教頭の職にある者

２ 柏木農業高校及び弘前実業高校藤崎校舎の教職員で校長が特に必要と認める

者

３ 柏木農業高校及び弘前実業高校藤崎校舎の同窓会の代表として校長が推薦

した者

４ りんご栽培教育等に関する有識者として教育長が特に必要と認める者

５ 青森県教育庁学校教育課の農業担当指導主事の職にある者

６ 青森県教育庁教職員課の課長代理の職にある者



氏　　名 備　　考

1 学校職員 校長 齋　藤　敏　昭 委員長

2 学校職員 教頭 三　上　尚　志

3 学校職員 教務主任 浅　利　成　就

4 学校職員 農場長 中　川　伸　吾

5 同窓会 副会長 工　藤　良　憲

弘前実業高校藤崎校舎

6 学校職員 校長 田　代　高　之 副委員長

7 学校職員 教頭 髙　野　浩　輝

8 学校職員 教務主任 佐　藤　雄　大

9 学校職員 農場長 北　畠　顕　嗣

10 同窓会 会長 太　田　昌　文

11 弘前大学 名誉教授 塩　崎　雄之輔

12 県りんご協会 企画理事 内　山　国　仁

13 長　内　敬　明

14 学校教育課 主任指導主事 長　内　修　吾 第１回会議は、中村豊主任指導主事

15 教職員課 課長代理 佐　藤　禎　人

中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する検討会議委員名簿

区　　分

柏木農業高校

行政関係者

有識者

県産業技術センター
りんご研究所　　所長



中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する検討会議の協議経過 

 

【第１回】 

  開催日：平成２５年７月２日（火） 

  場 所：県立柏木農業高等学校会議室 

  出席者：委員１５名及び事務局７名 

  議 事：（１）検討会議の設置経緯の説明 

（２）県立柏木農業高等学校及び県立弘前実業高等学校藤崎校舎の

状況について 

【第２回】 

  開催日：平成２５年９月９日（月） 

  場 所：県立柏木農業高等学校会議室 

  出席者：委員１３名及び事務局５名（北畠委員及び長内（修）委員欠席） 

  議 事：中南地区のりんご栽培教育等の在り方について 

 

【第３回】 

  開催日：平成２５年１０月７日（月） 

  場 所：県立柏木農業高等学校会議室 

  出席者：委員１４名及び事務局５名（佐藤（雄）委員欠席） 

  議 事：柏木農業高校の教育内容について 

 

【第４回】 

  開催日：平成２５年１２月２５日（水） 

  場 所：県立柏木農業高等学校会議室 

  出席者：委員１４名及び事務局５名（工藤委員欠席） 

  議 事：検討会議のまとめ（報告書案の検討）について 

 

   

 

  



中南地区のりんご栽培教育等の充実に向けた各委員からの主な意見等について 

 

１ 柏木農業高校における目指すりんご経営者像に対する意見等 

（１）時代を先取りした経営者になってほしい。 

（２）加工や流通など、６次産業化を踏まえて、生産者が消費者に直接販売す

るなど、流通まで積極的に取り入れた経営者になってほしい。 

（３）高校３年間で、りんご栽培の全ての技術の習得は難しいため、卒業後も

積極的に取り組む強い精神を持った経営者になってほしい。 

（４）産業を支え、続けていくために、りんごの魅力を伝える力が必要。技術

的な部分と併せ、りんごの魅力を継承できる人材となってほしい。 

 

２ 具体的な取組について 

（１）高校３年間という限られた時間の中では、基礎の基礎をしっかりと身に

付けることが重要。また倫理観を身に付けさせることも重要。 

（２）剪定枝の有効利用、機械化は、実現すると、りんご農家としては良いと

思う。 

（３）環境に配慮したりんご生産という観点では、わい化栽培では除草剤が必

ず必要になることから、昔ながらの疎植開心形の方が環境に優しい。 

（４）剪定講習会については、地域によっても、その方法が違うということを

伝えてほしい。 

（５）色々な農業機械がりんご栽培に使われてきている。若いうちに農業機械

の操作方法等について学んでおくことが必要。 

（６）りんご栽培を学ぶ生物生産科以外の生徒でも加入できるりんご研究部は、

新しい形で、有意義な活動ができる場になると考えている。大学や県の研

究機関と連携して、最先端の研究を見せてあげてほしい。 

（７）物流の仕組みを理解し、消費者の生の声を聴くという意味で、流通の学

習や販売の体験は意義がある。 

（８）りんごの加工品に関して、生徒が実習を通して理解することも必要。 

 

３ 必要な環境整備について 

（１）学習に適した指導者を配置し、また指導者が研修を受けるために出張し

易い環境を作っておくことが必要。 

（２）中南地区のりんご生産の状況を鑑みると、普通木の栽培学習が必要。柏

木農業高校りんご園の普通木への改植については、新しい品種を植えるな

どの試みがあっても良い。 
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柏木農業高等学校の今後の取組

中南地区のりんご栽培教育等の充実に関する
検討会議資料より

１１１１ 豊かな人間性豊かな人間性豊かな人間性豊かな人間性

３３３３ 問題解決能力問題解決能力問題解決能力問題解決能力

・コミュニケーション力 ・伝える力

・創造性 ・積極性 ・独創性

１ 目指すりんご経営者像

・栽培技術・植物生理生態

・先端技術・・・研究心

２２２２ 基礎・基本の確立基礎・基本の確立基礎・基本の確立基礎・基本の確立

・観察力 ・洞察力

１１１１ 果樹実習の充実果樹実習の充実果樹実習の充実果樹実習の充実

２ 具体的な取組 ①

２２２２ 流通・販売活動の充実流通・販売活動の充実流通・販売活動の充実流通・販売活動の充実

・生徒一人１本りんご樹の管理
（生育調査～管理～剪定）

・ＪＡや市場の視察

・県内外での販売実習

２ 具体的な取組 ②

３３３３ プロジェクト活動の充実プロジェクト活動の充実プロジェクト活動の充実プロジェクト活動の充実

・労力軽減のための各種農機具の開発
(環境工学科との連携）

・ 環境に配慮したりんご生産の推進
１）りんご剪定枝の堆肥化に関する研究
２）りんご剪定枝を炭にして消雪剤として活用
する研究 （研究機関との連携）

２ 具体的な取組 ③

４４４４ ＯＢ等による剪定講習会の実施ＯＢ等による剪定講習会の実施ＯＢ等による剪定講習会の実施ＯＢ等による剪定講習会の実施

・校内りんご園での剪定講習会

・ＯＢ等の園地での剪定講習会

・わい化栽培剪定方法について

・普通木栽培剪定方法について

２ 具体的な取組 ④

５５５５ 農業機械実習等の実施農業機械実習等の実施農業機械実習等の実施農業機械実習等の実施

・トラクター等運転講習（本校教習所）

・各種作業機の取り扱い

・乗用草刈機 ・高所作業車 ・ＳＳ

・メンテナンス ・分解 ・修理
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２ 具体的な取組 ⑤

６６６６ 先端技術学習先端技術学習先端技術学習先端技術学習

・青森県産業技術センターりんご研究所
見学会(参観デー）

・先進農家視察

・先進農家でのインターンシップ

２ 具体的な取組 ⑥

７７７７ りんご研究部の新設りんご研究部の新設りんご研究部の新設りんご研究部の新設
学科の枠を超えてりんごに興味のある
生徒を集めて研究を行う（後継者育成含む）

・４Ｈクラブ(農業青年クラブ）との交流

・大学・りんご協会・研究機関との連携

・技術研究部との連携
アグリサポートに関する研究

・先進農家・ＯＢ農家訪問

２ 具体的な取組 ⑦

８８８８ りんごの加工食品に関する学習りんごの加工食品に関する学習りんごの加工食品に関する学習りんごの加工食品に関する学習

・りんご加工食品に関する学習
りんごを材料とする食品の製造実習等

・食品製造会社の見学等

・りんご加工製品の研究開発

（（（（1111）））） 果樹園の改植果樹園の改植果樹園の改植果樹園の改植

１７アールを普通木（マルバカイドウ台木樹）に改植

３ 必要な環境整備

（２）（２）（２）（２） 生物生生物生生物生生物生産科の産科の産科の産科の教育課程教育課程教育課程教育課程
①①①① ＨＨＨＨ２５年度２５年度２５年度２５年度入学生入学生入学生入学生

りんご栽培にりんご栽培にりんご栽培にりんご栽培に
係わる単位数係わる単位数係わる単位数係わる単位数

１２１２１２１２＋＋＋＋２２２２単位単位単位単位

（２）（２）（２）（２） 生物生生物生生物生生物生産科の産科の産科の産科の教育課程教育課程教育課程教育課程
②②②② Ｈ２６年度以降入学生Ｈ２６年度以降入学生Ｈ２６年度以降入学生Ｈ２６年度以降入学生

りんご栽培にりんご栽培にりんご栽培にりんご栽培に
係わる単位数係わる単位数係わる単位数係わる単位数

１４１４１４１４＋＋＋＋４４４４単位単位単位単位
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・果樹・果樹・果樹・果樹 １年１年１年１年 ２単位２単位２単位２単位 2年年年年 2単位単位単位単位

果樹と学校設定科目「りんご栽培」について果樹と学校設定科目「りんご栽培」について果樹と学校設定科目「りんご栽培」について果樹と学校設定科目「りんご栽培」について

果樹生産と経営に必要な知識と技術を習得させ、果果樹生産と経営に必要な知識と技術を習得させ、果果樹生産と経営に必要な知識と技術を習得させ、果果樹生産と経営に必要な知識と技術を習得させ、果

樹の特性や果実の生産に適した環境を理解させると樹の特性や果実の生産に適した環境を理解させると樹の特性や果実の生産に適した環境を理解させると樹の特性や果実の生産に適した環境を理解させると

ともに、品質と生産性の向上及び経営の改善を図るともに、品質と生産性の向上及び経営の改善を図るともに、品質と生産性の向上及び経営の改善を図るともに、品質と生産性の向上及び経営の改善を図る

能力と態度を育てる。能力と態度を育てる。能力と態度を育てる。能力と態度を育てる。

目標目標目標目標

・学校設定科目・学校設定科目・学校設定科目・学校設定科目 「りんご栽培」「りんご栽培」「りんご栽培」「りんご栽培」 ３年３年３年３年 ４４４４単位単位単位単位

目標目標目標目標 りんご生産の継続的な体験学習を通してりんご生産の継続的な体験学習を通してりんご生産の継続的な体験学習を通してりんご生産の継続的な体験学習を通して、、、、栽培栽培栽培栽培、、、、経経経経

営営営営、、、、流通等流通等流通等流通等、、、、広い視野から広い視野から広い視野から広い視野からりんごに対するりんごに対するりんごに対するりんごに対する理解を深め理解を深め理解を深め理解を深め、、、、

将来のりんご経営に応用できる知識と技術の習得を将来のりんご経営に応用できる知識と技術の習得を将来のりんご経営に応用できる知識と技術の習得を将来のりんご経営に応用できる知識と技術の習得を

目指す目指す目指す目指す。。。。

１年 ２年 ３年


	01 報告書
	1/6
	2/6
	3/6
	4/6
	5/6
	6/6

	03 付属資料表紙
	04設置要綱
	1/2
	2/2

	05 委員名簿
	06 協議結果
	1/2
	2/2

	07参考資料
	1/3
	2/3
	3/3


